
導入ガイド 



CX-Process Toolのインストール先に

オペレーションマニュアルがPDFファイルで入っています。

ご使用になる前に、冒頭の「はじめに」「安全上のご注意」

｢安全上の要点｣を必ずお読みください。

「CX-Process Tool導入ガイド」では、

CX-Process Toolの基本的な操作手順について

説明をしています。

ご使用上の注意事項、詳細な説明はヘルプまたは

PDFファイルのマニュアルでご確認ください。

※PDFファイルの表示にはAcrobat Reader 4.0以上が
パソコンに必要です。



CX-Process Toolとは 
ループコントローラは、複数台の高機能調節計の機能を内蔵したコントローラです。 

機能単位に部品化された計器ブロックを組合わせることで温度・圧力・流量などの

アナログ量の制御プログラムを自由に構築できます。 

プログラミングにはCX-Process Toolを使用して、計器ブロックを貼り付け、マウス

で結線するというグラフィカルなエンジニアリングが可能です。 

  

また、このシステムはシングルループ調節計や温度制御専用のコントローラに比べて

下記の特徴をもっています。 

①PLCベースのため、PLCの持つ豊富なプロセス・アナログI/Oユニット、通信ユニッ

トなどをそのまま使用できます。 

②ラダーCPUユニットとプログラムレスで高速にデータ交換できるのでシーケンス

制御と協調したループ制御プログラムが可能です。 

③ループ数の追加/削減、制御方法変更なども計器ブロックの組合わせにより柔軟に

対応可能です。 

  

本導入ガイドのサンプル事例では、簡単な1ループの温度制御のプログラム事例を

紹介していますが、多ループ制御、カスケード制御、加熱冷却制御、プログラム制御な

ども計器ブロックの組合わせで行えます。 
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PID

SCR

システム構成 

●ループ数は1ループとします。 
　―温度センサＫ熱電対を入力します。 
　―温度レンジは、0.0～500.0℃とします。 
　―4～20ｍＡ出力し、サイリスタ電力調整器でヒータ制御をします。 
　―連続比例PIDとします。 
　　注：演算周期はデフォルトの1秒とします。 

●タッチパネルNSシリーズを接続し、ループコントローラ用画面を表示します。 

サイリスタユニット 
（電力調整器） 
形G3PX

 ループコントローラ用画面 

NSシリーズ 
タッチパネル 
形NS12

CX-Process Tool 
（ツールソフト） 

周辺ツール用ケーブル 
形CS1W-CN226（2ｍ） 

RS-232Cケーブル 
形XW2Z-200T（2ｍ） 

CJループCPUユニット 
形CJ1G-CPU45P

（絶縁型） 
熱電対入力ユニット 
形CJ1W-PTS51

アナログ出力ユニット 
形CJ1W-DA041

 次ページの 
「作成する計器ブロックデータ」を 
参照してください。 

温度センサ 
熱電対Ｋ 

4～20ｍＡ 

入力1 出力1

※ループコントローラ
自体にはアナログ入
出力をもちません。
そのためPLCの高
機能ユニットを必要
数装着します。 

ここでは、CX-Process Toolの操作の基本をご理解いただくために、 
以下の簡単なシステムを例として、操作を説明しています。 



計器ブロックデータ 

アナログ入力用 

フィールド端子ブロック 

「絶縁型Ai4端子 

（PTS51）」 

（ブロック形式566） 

…形CJ1W-PTS51 

からのアナログ信号を 

入力します。 

PID制御用調節ブロック 

「基本PID」 

（ブロック形式011） 

…PID演算機能を 

実行します。 

アナログ出力用 

フィールド端子ブロック 

「Ao4端子（DA041）」 

（ブロック形式587） 

…形CJ1W-DA041 

からのアナログ信号を 

出力します。 

アナログ 
出力ユニット 
形CJ1W-DA041

ループコントローラ 
（CJループCPUユニット 形CJ1G-CPU45P内） 

説明の単純化のため、以降に示すCX-Process Toolの操作説明では、
PLC側の初期設定（I/Oテーブルの作成＊、およびアナログ入・出力
ユニットの割付DMの設定など）の操作を含みません。必ず別途、
CX-Programmerによって、設定操作を行ってください。 

＊ＣＪシリーズループCPUユニットの場合、「I/Oテーブル作成操作をせず、電源ON時に装

着ユニットでI/Oテーブルを自動生成することが可能です（CSシリーズCPUユニットの

場合、I/Oテーブル作成操作が必要です）。 

Ｋ熱電対 

4～20ｍＡ 

熱電対 
入力ユニット 
形CJ1W-PTS51

作成する計器ブロックデータ 





1-1

CX-Process Tool（ツールソフト）を起動し、 

熱電対入力、4～20ｍＡ出力のPID1ループの 

計器ブロックデータを作成し、 

ループコントローラにダウンロードし、 

PIDのチューニングをしてファイルに保存するまでの 

操作の流れをご紹介します。 
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CX-Processを起動します 1

新規プロジェクトを作成しましょう 

スタートメニューから、［すべてのプログ
ラム］［Omron］［CX-One］［CX- 
Process Tool］［CX-Process Tool］
を選択し、CX-Process Toolを起動し
ます。 

CX-Process Toolが起動すると右記の
画面が開きます。 

まず、プロジェクトを 
作成しましょう。 

CX-Processの新規プロジェクト作成ボ
タン　  をクリックします。 

2-1. 新規プロジェクトを作成します 

CX-Processを起動します 

新規プロジェクトを作成しましょう 2

1

2
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データを保存するフォルダを自由に選定し、
［OK］ボタンをクリックしてください。 

［OK］をクリックすると右記のウィンドウ
が開きますので、プロジェクト名を入力
します。 

入力したプロジェクト名のフォルダ（プロ
ジェクトフォルダと呼びます）が左側のウ
ィンドウ（プロジェクトワークスペースと
呼びます）に作成されています。 

2-2. データを保存するフォルダを 
　　  選択します 

2-3. プロジェクト名を 
　　  入力します 

2-4. プロジェクトフォルダ「温度制御」が作成されます 

●例えば「温度制御」と 
　入力します 

［OK］ボタンをクリック 
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ループコントローラを選択するウィンド
ウが新たに開きます。 
今回使用するコントローラはCJシリー
ズのループＣＰＵユニットですので、まず
LCタイプは、［ループＣＰＵユニット／プ
ロセスＣＰＵ］を選定します。 

プロジェクトフォルダ　　　　　 を右ク
リックし、［挿入（I）］を選択します。 

3-1. 「温度制御」を右クリックして 
　　  「挿入」をクリックします 

3-2. LCタイプとして、 
　　 「ループＣＰＵユニット／ 
　　  プロセスＣＰＵ」を 
　　  クリックします 

3 ループコントローラの登録をしましょう 

次にユニット情報の登録として、［番号ｰ
機種］と［LCBユニットVer.］を選定します。 
今回機種は、CJ1G-CPU45Pとし、
Ver.はV3.0を選びます。 

3-3. ユニット情報で番号ｰ機種、LCBユニットVer.を選択。 
　　  今回機種は、CJ1G-CPU45Pとし、 
　　  LCBユニットVer.はV3.0を選びます。 
 

ループコントローラの登録をしましょう 3
次に、お使いになる 
ループコントローラを 
登録しましょう。 

［OK］ボタンをクリック 

ル
ー
プ
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ン
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4-1. ［＋］をクリックして 
　　  ツリーを表示させます 

4-2. ［04.ブロック結線図１］を 
　　   ダブルクリックします 

計器ブロックデータを作成しましょう 4

プロジェクトフォルダ　　　　　 の下に
新たにノード用計器ファイル 
　　　　　　　　　　　 が追加されます。 

ノード用計器ファイル 
　　　　　　　　　　　　の左にある［＋］
をクリックし、さらに、その下にある大項
目のフォルダを開けると右記のようなツ
リー構造になります。 

ツリーにある［04.ブロック結線図１］を
ダブルクリックすると、右図のようなウィ
ンドウ（ブロック結線図）ができます。 
右のブロック結線図ウィンドウに 
 ・アナログ入力用計器ブロック ： 
　絶縁型Ai4端子（PTS51） 
 ・PID用計器ブロック ： 基本PID 
 ・アナログ出力用計器ブロック ： 
　絶縁型Ao4端子（DA041） 
の3つを貼り付けます。 

3-4. 「温度制御」の下に 
　　　ノード用計器ファイルが追加されます 

ループコントローラ 
「LCB03 V3.0」の下に、
システム、フィールド端子、
シーケンス制御、ブロック
結線図1、2、3の7つの
フォルダが表示されます。 

このままでも、結線図は
書けますが、エリアを拡
げるために真ん中のアイ
コンをクリックし、画面の
最大化をしてください。 

最大化 

計器ブロックデータを作成しましょう 4
次に、簡単な 
計器ブロックデータを 
実際に作成しましょう。 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う 
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4-3-3. 絶縁型Ai4端子ブロックが 
　　　  現れます 

絶縁型Ai4端子（PTS51）の計器ブロッ
クがウィンドウ上に現れます。 

4-3-2. 「566 絶縁型Ai4端子 
　　　　（PTS51）」を選択 

右記のウィンドウが出てきますので、そ
のまま［設定］ボタンを押してください。 

4-3-1. 右クリックして 
　　　 ［登録］―［フィールド端子］を選択 

まず、アナログ入力用計器ブロック絶縁
型Ai4端子（PTS51）を貼り付けましょう。 
右側のウィンドウ上で右クリックすると、
右図のようなメニューが出てきます。 
ポップアップメニューから［登録］―［フィ
ールド端子］を選択します。 

4-3. 各計器ブロックを貼る 
　　  まず、絶縁型Ai4端子を登録します 

［設定］ボタンをクリック 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う 
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計器ブロック名から［基本PID］を選択し、
［設定］ボタンをクリックしてください。 

4-3-4. 自由に移動可能 

4-4-1. 右クリックして 
　　　  ［登録］―［調節・演算］を選択 

次に、基本PIDブロックを貼り付けましょう。 
さきほどと同様に右側のウィンドウ上で
右クリックをし、ポップアップメニューか
ら［登録］―［調節・演算］を選択します。 

この計器ブロックはマウスでドラッグし
ていただくと位置を自由に移動させるこ
とができます。 

4-4-2. 調節ブロックを選択 

4-4. 基本PIDブロックを登録します 

計器ブロックを選ぶウィンドウが新たに
開きますので、 　 をクリックしてください。 

クリック 

4-4-3. ［基本PID］を選択し、 
　　　　［設定］ボタンをクリック 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う 
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まず、［絶縁型Ai4端子（PTS51）］の 
［Y1］端子の　 をクリックします。 

ソフト結線をしましょう 5

そのまま、マウスを［基本PID］ブロック
の［PV］端子の　 のところまでドラッグし、
ダブルクリックしてください。 

5-1-1. Yの端子の　 を 
　　　  クリックします 

5-1-2. ドラッグします 

5-1-3. ダブルクリックします 

ソフト結線をしましょう 5

同様にして、アナログ出力用計器ブロッ
クAo4端子（DA041）を貼り付けましょう。 
右側のウィンドウ上で、右クリックし、ポッ
プアップメニューから［登録］―［フィー
ルド端子］を選び、［Ao4端子（DA041）］
を設定してください。 

これで、計器ブロックの貼り付けができ
ました。 

4-5. Ao4端子（DA041）を登録します 

次に、 
貼り付けた計器ブロックの間を 
ソフト結線しましょう。 

ソ
フ
ト
結
線
を
し
ま
し
ょ
う 
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最初に号機No.を変更します。右側ウィ
ンドウの ITEM007をダブルクリックす
ると、右記のウィンドウが開きます。 
号機No.が［95］になっているので、今
回使用する号機No.「00（半角数字です）」
に変更し、［次へ］ボタンをクリックします。 

クリックしてください 

6-1-3. ITEM007（号機No.）を 
　　　 「00」に設定します 

6-1-1. ［901. 絶縁型Ai4端子（PTS51）］ 
　　　   をダブルクリックします 

計器ブロックのITEM設定をしましょう 6

左側ウィンドウのツリー上にある［901.
絶縁型Ai4端子（PTS51）］をダブルク
リックすると、右側ウィンドウに計器ブロ
ックの詳細が表示されます。 

同様に、［基本PID］の［MV_C］端子の
　 と［Ao4端子（DA041）］の［X1］端
子の　 を結びます。 

5-2. 基本PIDをAo4端子（DA041）へ結線します 

熱電対入力ユニット PID アナログ出力ユニット 

6-1. アナログ入力用計器ブロックの設定 

6-1-2. ITEM007を 
　　　  ダブルクリックします 

［OK］ボタンをクリック 

計器ブロックのITEM設定をしましょう 6
次に、貼り付けた 
計器ブロックを「使えるように」 
設定しましょう。 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
I
T
E
M
設
定
を
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ま
し
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う
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ITEM設定画面が閉じ、設定値が変更さ
れていることを確認してください。 

次に、左側ウィンドウのツリー上にある 
［902.Ao4端子（DA041）］をダブル
クリックします。 
先ほどと同様に号機No.を変更します。
右側ウィンドウの ITEM007をダブルク
リックします。 

6-2. アナログ出力用計器ブロックの設定 

6-2-1. ［902. Ao端子（DA041）］を 
　　　   ダブルクリックします 

6-2-2. ITEM007を 
　　　  ダブルクリックします 

「入力1」を使用するため、ITEM010を
ダブルクリックします。 
次に熱電対がＫ熱電対を使用しており、
入力レンジが0.0℃～500.0℃としてい
るため、データを「1」に変更し、［OK］
をクリックします。 

注：絶縁型熱電対入力ユニット形CJ1W-PTS51の
入力種別設定（パラメータ）を以下のように「K熱
電対（小数点あり）」＝「0001Hex」に設定して
いることが必要です。 

　　　　CPUユニットの割付DMエリア 
　　　　DM20019 ＝ 0001Hex 
　　　　（号機No.0の時） 
（なお、CX-ProgrammerのI/Oテーブル上の形
CJ1W-PTS51をダブルクリックして、パラメー
タ編集で設定すれば、アドレスを意識する必要は
ありません。） 

6-1-4. ITEM010（入力レンジ）を 
　　　 「1」に設定します 

［OK］ボタンをクリック 
計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
I
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E
M
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定
を
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ま
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号機No.が［95］になっているので、
今回使用する号機No.「01（半角数字
です）」に変更し、［次へ］ボタンをクリ
ックします。 

6-2-4. ITEM011（入力レンジ）を 
　　　 「0」に設定します 

［OK］ボタンをクリック 

6-2-3. ITEM007（号機No.）を 
　　　 「01」に設定します 

［次へ］ボタンをクリック 

なお、この例では、システム共通の演算周期＝1秒で、電源投入時のスタ

ートモード＝HOTスタート（電源を切る直前のオート／マニュアル状態

などを保持して運転開始）で使用します。そのため、システム共通ブロッ

クは、初期値のままで使用します。 

今回のシステムでは4～20mAの出力
を使用しますので、「出力1」は出荷時設
定と同じ「0」となるため、そのまま［OK］
ボタンを押してウィンドウを閉じます。 

ここまでで、計器ブロックの貼付・結線・
設定が終わりました。 

注：アナログ出力ユニット 
形CJ1W-DA041の出力レンジ設定（パラメータ）
を以下のように「1～5V／4～20mA」＝「0002 
Hex」に設定していることが必要です。 

　　　CPUユニットの割付DMエリア 
　　　DM20101＝ 0002Hex 
　　　（号機No.0で出力1を使用時） 
（なお、CX-ProgrammerのI/Oテーブル上の形
CJ1W-DA041をダブルクリックして、パラメー
タ編集で設定すれば、アドレスを意識する必要は
ありません。） 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
I
T
E
M
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
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パソコンとPLC間の通信設定をしましょう 7

7-2. 通信条件の設定 

7-1. ケーブルで接続 

7-2-1. 右クリックして 
　　　  ［PLC変更（P）］をクリックします 

7-2-2. PLC機種変更で 
　　　  「設定」をクリックします 

パソコンとPLC間をツールバスケーブ
ルでペリフェラルポートに接続します。 

通信ポートを設定するために左側ウィン
ドウのツリー上にある 
　　　　　　　　　　　  を右クリックし、
ポップアップメニューから［PLC変更（P）］
を選択します。 

ウィンドウが新たに出てきますので［OK］ 
をクリックしてください。 

PLC機種変更のウィンドウが開きますので、
［設定（E）］をクリックしてください。 

パソコンとPLC間の通信設定をしましょう 7

［OK］ボタンをクリック 

次に、作成した計器ブロックデータを 
ループコントローラに転送するために、 
パソコンとPLC間をケーブルで接続し、 
通信設定を行いましょう。 

DOS/Vシリーズ 
（RS-232C 9ピン） 

RS-232C
ペリフェラルポート 

ペリフェラルポート用 
接続ケーブル 
形CS1W-CN226/626

パ
ソ
コ
ン
と
P
L
C
間
の
通
信
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
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ネットワークの設定［Toolbus］ウィンド
ウが開きますので、［ドライバ］タグをク
リックしてください。 

［ポート名（N）］のところを実際にお使
いになるポートを設定してください。 
設定ができましたら、［OK］をクリックし
てウィンドウを閉じてください。 

再度、［OK］をクリックして通信設定は
完了です。 

7-2-3. ［ドライバ］タグを 
　　　　クリックします 

7-2-4. パソコンのCOMポートを 
　　　  設定します 

CX-Process Toolでは、上記通信設定後、ダウンロー

ドなどのオンライン操作を実行すると、自動的にオンラ

イン接続されます。 

［OK］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 

パ
ソ
コ
ン
と
P
L
C
間
の
通
信
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
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8 計器ブロックデータをLCへ転送しましょう 

右クリックして 
「転送［パソコン→LC］（T）」をクリックします 

［OK］をクリックしてください。 

左側ウィンドウ上のツリー上にある 
　　　　　　　　　  を右クリックし、ポ
ップアップメニューから［転送［パソコン
→LC］（T）］を選択します。 

［OK］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 

計器ブロックデータをLCへ転送しましょう 8
通信設定が終わりましたので、 
作成した計器ブロックデータを 
ループコントローラへ 
転送しましょう。 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
L
C
へ
転
送
し
ま
し
ょ
う
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つづけて運転開始をしましょう 9
転送の操作に引き続き、運転開始のウィ
ンドウが表示されますので、［OK］をクリ
ックしてください。 

［COLD START］を選択し、［送信］ボ
タンをクリックします。 

運転が開始されると、［運転状態］の表
示が［COLD START］に変わります。 

［開始（S）］ボタンをクリックします。 
転送が完了すると、ウィンドウは自動的に
閉じます。 

運転指令 
［COLD START］を選択 

ここでは、ダウンロード後つづけて運転開始操作をしていますが、メニュ

ーから運転指令をすることもでき、また、電源OFF→ONで運転開始をさ

せることもできます。（ただしその場合、デフォルトではHOTスタートと

なります。） 

瞬停時に直前の操作量（MV）などを保持したい場合は、「HOT START」

を使用してください。その他通常の場合、「COLD START」を使用して

ください。 

［OK］ボタンをクリック 

［送信］ボタンをクリック 

［開始（S）］ボタンをクリック 

つづけて運転開始をしましょう 9

つ
づ
け
て
運
転
開
始
を
し
ま
し
ょ
う
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PIDのチューニングをしてみましょう 10

10-1. 右クリックして 
　　　 ［モニタ］―［チューニング画面］を選択します 

10-2. チューニング画面設定で温度レンジを設定します 

チューニング画面設定ウィンドウが開き
ます。ここで、チューニング画面の設定
をします。 

最初に規定していたシステム構成から温
度レンジを0.0～500.0℃に設定します。
そのため、［レンジ上限］に｢5000｣を、［小
数点位置］に｢１｣、［単位］に｢℃｣を入力
します。 
最後に［OK］をクリックします。 

基本PID計器ブロック上で右クリックし、
ポップアップメニューから、［モニタ］―［チ
ューニング画面］を選択します。 

［OK］ボタンをクリック 

PIDのチューニングをしてみましょう 10
基本PIDのPID定数を 
チューニングしましょう。 

P
I
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の
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実際に機材を接続していないと、右記

のようなチューニング画面にはなりま

せんが、参考までに記載しておきます。 

文字部分をクリックすると、各設定の変更用ダイアログボッ

クスが表示されます。 

テンキーダイアログ（マウスで操作）、またはキーボードに

よる変更が行えます。 

SP

PV

画面表示後、トレンドデータを表示します MV

PV

レンジ上限 

レンジ下限 

SP

P
I
D
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
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ま
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う
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オートチューニング実行後の制御性能に満足できないときや、オートチ
ューニングを実行することで、現在値（PV）に乱れが生じたり、または制
御が中断されることが許されないときは、ファインチューニング（FT）を
実行します。 
ファインチューニングは、制御性の改善について、3つの要求を設定す
ることにより、改善要求とそれまでの制御状態からファジィ推論を実行
して、PIDパラメータを自動修正します。 
改善要求項目は、以下のとおりです。 
・ハンティング抑制 
・オーバーシュート抑制 
・速応性向上 
それぞれ要求の強さを5段階で指定できます。 
また、改善したい内容により、要求項目を2つまで同時に設定できます。
たとえば、速応性とオーバーシュートの両方について改善したい時は、「速
応性向上」および「オーバーシュート抑制」パラメータに必要な要求度
合いを設定します。 

●ファインチューニング（FT）について 

P
I
D
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
 

チューニングの便利な機能としてオートチューニング（AT）があります。 
ATを実行するために、［AT実行］ボタンをクリックし、起動するとPID
パラメータのオートチューニングが実行されます。 
下図はAT実行とその後の温度制御ループの応答例です。 
前ページの応答例に較べ、より早い温度設定変化への追従を実現して
います。 

参 考 

●オートチューニング（AT）について 
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計器ブロックデータをアップロードし、保存しましょう 11

11-1-1. 右クリックして 
　　　　 ［転送［LC→パソコン]（F）］］→［更新］をクリックします 

11-1-2. 転送を開始します 

［OK］をクリックしてください。 

［開始］をクリックしてください。 
ループコントローラからパソコンへ設定
パラメータの転送が開始されます。 
転送が完了するとウィンドウが閉じます。 

［OK］ボタンをクリック 

11-1. 実機ループコントローラからのアップロード 

11-2. 計器ブロックデータの保存 計器ブロックデータを保存するために、
ツールバー上にある　 をクリックしてく
ださい。 

実機ループコントローラでチューニング
されたパラメータデータ（PIDデータ定
数など）をパソコンにアップロードします。 
左側ウィンドウのツリー上にある 
　　　　　　　　　   を右クリックし、［転
送［LC→パソコン（F）］―「更新（U）」
を選択してください。 

計器ブロックデータをアップロードし、保存しましょう 11
実機ループコントローラから 
アップロードして、 
ファイル保存しておきましょう。 

計
器
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、保
存
し
ま
し
ょ
う
 





2-1

作成した計器ブロックデータをもとに 

NSフェースプレート自動生成ツールを使用して 

タッチパネルＮＳの 

ループコントローラ用画面を自動生成し、 

CX-Designer（NS用作画ツール）で 

表示するまでの操作の流れをご紹介します。 



1
2

2-2

あらかじめCSVタグを設定します 

タッチパネルNSのループコントローラ用画面を自動生成しましょう 

1

2

1-1. 基本PIDを右クリックして 
　　 ［タグ設定（T）］―［CSVタグ（C）］をクリックします 

2-1-1. ［実行］―［タグファイル出力（G）］― 
　　　　［NSFP起動（N）］を選択します 

2-1. NSフェースプレート自動生成ツール（NSFP）を 
　　  （タグファイル出力と同時に）起動 

スケーリング上下限、DP位置（小数点位
置）、単位を入力し、［設定］ボタンをクリ
ックしてください。 

タッチパネルNSシリーズのループコン
トローラ用画面を自動生成しましょう。 
NSフェースプレート自動生成ツール（
NSFP）を起動し、CX-Designer用プロ
ジェクトを自動生成します。 
［実行］メニューから［タグファイル出力（
G）］―［NSFP起動（N）］をクリックします。 

［設定］ボタンをクリック 

（タッチパネルNSシリーズのループコ
ントローラ用画面を作成する前に）あら
かじめCSVタグの設定が必要です。 
左側ウィンドウのツリー上にある［001.
基本PID］を右クリックし、ポップアップ
メニューから［タグ設定（T）］―［CSVタ
グ（C）］を選択します。 

あらかじめCSVタグを設定します 

タッチパネルNSのループコントローラ用画面を自動生成しましょう 

1

2
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ファイル名（ここでは「TagList」）をつ
けて［保存（S）］をクリックしてください。 

［OK］をクリック。次の画面となります。 

［OK］をクリック。 

［OK］をクリックしてください。 
Face Plate Auto-Builder for NSが
起動します。 

［保存］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 

2-2. タグコンパイルを実施 ［OK］をクリックしてください。 

［OK］ボタンをクリック 

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
N
S
の
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ー
プ
コ
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ト
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用
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成
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ま
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う
 

［OK］ボタンをクリック 
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タッチパネルNSとPLCが通信を行うた
めのホスト登録（CX-Designer用プロ
ジェクトのホスト登録）を行います。 
ウィンドウが立ち上がったら［設定（S）］
をクリックしてください。 

［通信接続方式］は［シリアルポートＡ］
を選択してください。 

2-4. CX-Designer用プロジェクトのホスト登録 

2-4-1. ［シリアルポートA］を 
　　　　選択します 

［設定］ボタンをクリック 

プロジェクト名をつけて［参照（2）］をク
リックし、出力フォルダを選択してNS機
種として「NS12」を選択、［ビルド開始 
（G）］をクリックしてください。 

2-3. ビルド開始でCX-Designer用プロジェクトを自動生成 

［ビルド開始］ボタンをクリック 

2-3-1. プロジェクト名をつけて 
　　　  ［参照（2）］をクリックし、 
　　　  出力フォルダを選択します 

2-3-2. NS機種「NS12」を選択します 

タ
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［OK］をクリックしてください。 

［OK］をクリックしてください。 

ビルド完了のメッセージが表示されます
ので、［OK］をクリックしてください。 

進捗ダイアログが表示されます。 

［OK］をクリックしてください。 

［OK］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 

タ
ッ
チ
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ル
N
S
の
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
用
画
面
を
自
動
生
成
し
ま
し
ょ
う
 

［OK］ボタンをクリック 

［OK］ボタンをクリック 
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タッチパネルNSのループコントローラ用画面を表示してみましょう 3
タッチパネルNSのループコントローラ
用画面を表示してみましょう。 
自動生成されたCX-Designerのプロジ
ェクトファイル（名称は先ほど付けた名
称になっています）をダブルクリックし、
CX-Designerを起動します。 

画面選択により生成されたフェースプレ
ートが確認できます。 

3-1. CX-Designerプロジェクトファイルをダブルクリック 

3-2. ループコントローラ用画面が自動生成されています 

画面選択により生成されたトレンド画面
も確認できます。 

タッチパネルNSのループコントローラ用画面を表示してみましょう 3

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
N
S
の
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ン
ト
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ー
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用
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ま
し
ょ
う
 

参 考 





オンラインマニュアルを見てみましょう 

オンラインマニュアルを見るには、左側ウィンドウのツリー上にあ
る［04. ブロック結線図1］をダブルクリックし、ブロック結線図を表示
します。 
次に、知りたい計器ブロック上（ここでは絶縁型Ai4端子とします）で右
クリックします。 
メニューが出ますので、一番下にある［計器ブロックリファレンス］をク
リックしてください。 

計器ブロックのITEM設定など、どの
ように設定すれば良いかマニュアル
を見たくなる場合がありますが、そ
のような時には、オンラインマニュア
ルが便利です。 

オンラインマニュアルが開き、計器ブロックの説明が書かれていますので、
参照することが可能となります。 

このウィンドウを閉じる場合は、右上の　 をクリックして閉じてください。 



割付けられるITEMは計器ブロック種類ごとに異なりますが、例えば［基
本PID］ブロックの場合は下記のようにデータが割付けられます。 

割付けられているアドレスは、メニューから［実行］→［タグファイル出力］
→［HMI I/Fメモリマップ出力］により、一覧表としてCSVファイルにて
出力することもできます。 

HMI I/F機能は、システム共通ブロック（ブロック形式000）で設定しま
すが、デフォルトとしてEM0にリフレッシュ周期1秒で設定されています。 
割り付けられる順番は、登録した計器ブロックに与えられるブロック番
地によって決まります。 
例えば、［基本PID］ブロックを最初に貼り付けた場合、ブロック番地
は「001」となります。このブロック番地に従って、ループコントローラ
→CPUメモリ送信データ20CH（ブロック番地×20CH、ブロック番地
は「001」ならEM00020～00039CH）、CPUメモリ→ループコン
トローラ受信データ20CH（15000CH＋ブロック番地×20CH、ブロ
ック番地は「001」ならEM15020～15039CH）の合計40CH（固定）

HMI I/F機能 

計器ブロックのデータ（PV、SP、
MVなど）を計器ブロック番地順に
CPUユニットの指定バンクNo.の
EMエリアに自動的に常時データ交
換エリアとして割付ける機能です。 

例）基本PID（ブロック形式011）の場合（先頭CHからのオフセット値） 

ブロック番地 



通常、入出力ユニットとのデータ交換は「フィールド端子」を使用、
CPUユニットの I/Oメモリとのデータ交換は、「HMI I/F機能」を使用
します。しかし、これらの機能では、CPUユニットのI/Oメモリアドレス
は自動的に割り付けられてしまいます。そこで、CPUユニットの任意の
I/Oメモリエリアに、ループコントローラ内のデータを読み書きしたい
場合は、「ユーザーリンクテーブル」を使用すると便利です。例えば、リ
モート設定値（RSP）のデータを、CPUユニットのI/OメモリのDMエ
リアから読み出したい場合は、「ユーザーリンクテーブル」にDMエリ
アを割り付けて、それをPIDブロックのRSPに結線します。下記の画面
では、ユーザリンクテーブルにDM100を割り付け、それを、［基本PID
］のRSPに接続しています。 

CPUユニットの任意のI/Oメモリエ
リアと、ループコントローラ内計器ブ
ロック間のデータ交換を行う機能です。 

ユーザリンクテーブル機能 



「コネクションマップ」を使用するには、計器ブロック結線図上の基本
PIDブロック上で右クリックし、表示されるメニューからコネクションマ
ップを選択することで使用できます。 

より詳細なPLC計装のエンジニアリング
の進め方はPLC計装エンジニアリング
ガイド（SBCC-838）をご参照ください。 

計器ブロックにはアナログや接点情
報が接続されています。ある一つの
計器ブロックの全入出力関係を確認
したいときに、「コネクションマップ」
を使用すると、その計器ブロックを
中心とした、入力元ITEM、出力先
ITEMの関係図が一覧表示されます。 

コネクションマップ機能 
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